
主要政策項目の整理図（１）
（再生可能エネルギーへの転換、エネルギー供給の低炭素化）

注）長期エネルギー需給見通し（経済産業省 再計算（H21.8））、地球温暖化対策に係る中長期ロードマップの提案～環境大臣 小沢鋭仁 試案～（H22.3.31）、
「環境エネルギー技術革新計画」（平成20年５月、総合科学技術会議）等より内閣府作成
※原子力発電は対策費用/追加投資額が明示されていないため、ＧＨＧ削減量のみ示した。

110

30

10 20 30

10

20

40

2020年時点の
GHG削減量
（百万t-CO2）

2020年までの
対策費用/追加投資額
（兆円）

↓風力発電☆

←水力発電
☆

←

地
熱
発
電
☆

太陽光発電
☆

国際競争力に優れ、世界市場規模が大きいもの

☆は高性能電力貯蔵が関連する項目

↓バイオマス
☆

←

太
陽
熱
利
用
☆

←

C
C
S

～～

原子力発電
※

資料２



主要政策項目の整理図（２）
（エネルギー利用の効率化・スマート化）

注）長期エネルギー需給見通し（経済産業省 再計算（H21.8））、地球温暖化対策に係る中長期ロードマップの提案～環境大臣 小沢鋭仁 試案～（H22.3.31）、
「環境エネルギー技術革新計画」（平成20年５月、総合科学技術会議）より内閣府作成
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